cnkilLife

MR LATS1 9 XE /5 O0—F iR
H42 045 ES: AMRe21250

RRER D H

=

L

BE

SR

RISt

1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

ECI=]
Bt

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEFE

WB,ICC/IF,ELISA,IP

Eb IURX, Ty b

IEHIR

HKEIE

I1gG,Kappa

®/90—F+1L

N

03mg/ml, AREOEERAOY Mok>TELBBANHY ET,
7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

Pl
PBS. 50%% J+0O—J, 0.05%7°A% ') > 300, 0.05%(%E&ELR /9B
IaTF(f A

WB 1:2000-1:10000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:127kD;Observed MW:140kD

LATST WARTS

Serine/threonine-protein kinase LATS1;Large tumor suppressor homolog 1;WARTS protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、推定上のセリン／スレオニンキナーゼであり、有糸分裂装置に局在し、初期の有糸分裂において細胞周期制御因子CDC2キナーゼと複合体を形成する。このタンパク質は細胞周期依存的にリン酸化され、前期後期のリン酸化は中期まで持続する。このタンパク質のN末端領域はCDC2と結合して複合体を形成し、H1ヒストンキナーゼ活性が低下することから、CDC2/サイクリンAの負の調節因子としての役割が示唆される。さらに、C末端キナーゼドメインは自身のN末端領域に結合することから、分子内結合を介して複合体形成を阻害することで負の調節能を発揮する可能性が示唆される。生化学的および遺伝学的データは、腫瘍抑制因子としての役割を示唆している。これは、ノックアウトマウスを用いた研究で、軟部肉腫、卵巣間質細胞腫瘍の発生、および発癌性治療に対する高い感受性が示されたことで裏付けられている。
	研究分野
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	C2C12細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をLATS1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

